鏡 花 泉 先生 は 古今に 独 歩す る文宗 なり。 先生が 

俊爽 の才、 美人 を 写して 化 を 奪 ふや、 4^ 真閣 前、 牡丹 

に 芬芬の 香 を 発し、 先生が 清 超の 思、 神 鬼 を 描いて 妙 

に 入る や、 鄒湛宅 外、 楊柳に 啾啾の 声 を 生ずる は 己に 

天下の 伝 称する 所、 我等 亦 多言す るを須 ひずと 雖 も、 

其の 明治 大正の 文芸に 羅曼 主義の 大道 を 打開し、 艷は 

巫 山の 雨 意よりも 濃に、 壮は易 水の 風 色よりも 烈 なる 

鏡 花 世界 を 現出した る は 啻に 一 代の 壮挙た るの みなら 

ず、 又 実に 百世に 炳焉 たる 東西 芸苑の 盛観と 言 ふ 可し。 

先生 作る 所の 小説 戯曲 随筆 等、 長短 錯 落として 五 百 

余 編。 経に は 江戸 三百 年の 風流 を 呑 却して、 万変自 



せる こと 幾 回なる を 知らず。 一 朝 天 風 妖氛を 払 ひ 海内 

の 文章 先生に 落つ。 噫、 噓、 先生の 業、 何ぞ 千万の 愁 

無くして 成らん や。 我等 手 を 額に 加へ て 鏡花楼 上の 

きんく わい いへ ど 

慶雲を 見る。 欣懐 破 願 を 禁ず 可から ずと 雖も、 眼底 

又 涙 無き 能 はざる もの あり。 

先生 今 「鏡 花 全集」 十五 巻 を 編し、 巨 1 神 斧の 痕を 

残さん とする に 当り 我等 知 を 先生に 辱 うする もの 

敢て謭 劣の 才を 以て 参 丁 校 対の 事に 従 ふ。 微力 其 任に 

堪 へずと 雖も、 当代の 人目 を聳 動した る 雄篇 鉅作は 

あまね さんいつ ばんく わ れいぎよ くさい しゅ 

問 ふ を 待たず、 治く 江湖に 散佚せ る 万 顆の零 玉細珠 

を 集め、 一 も 遺漏 無 からん こと を 期せり。 先生が 独 造 



の 別 乾坤、 恐らく は是 より 完 からん 乎。 古人 曰 

き はまらん とほつ すせ んリ のめさら にい つそう ろう をの ぼらん 

「欲窮 千里眼 更上 一 層楼」 と。 博雅の 君子 亦 

「鏡 花 全集」 を 得て 後、 先生が 日光 晶徹の 文、 

あいくわん さう さう じんせい きょへ き ただよ 

哀歓 双 双 人生 を 照らして、 春 水 欄 前に 虚碧 を漾 はせ、 

らんせい ほしいまま 

春 水 雲 外に 乱 青 を 畳める 未曾有の 壮観 を 恣 にす 可 

し。 若し 夫れ 其 大略 を 知らん と 欲せば、 「鏡 花 全集」 十 

五 巻の 目録、 悉 載せて 此文 後に 在り。 仰ぎ 願く は 

瀏覧を 賜へ。 

(大正 十四 年 三月) 
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